
【第二次試験受験対策講習会（６月３日開催）】

【第一次試験対策講習会（６月24日開催）】

今年度の技術士試験受験対策講習会として、第二

次試験の20部門および総合技術監理部門ともに６

月３日(土)～北海道建設会館、第一次試験は６月24

日(土)～北海道建設会館で実施します。

本稿が掲載される頃は、既に第二次・第一次試験

受験対策講習会の何れもは終わっていることと思い

ます。その結果報告は次号に譲ることとし、本稿で

はこれら講習会の実施要領の紹介を致します。また、

５月12日(金)に実施した第１回第二次試験対策委

員会活動についてもご報告いたします。

１．第二次試験対策講習会実施要領

⑴ 20部門受験対策講習会

ここ２ヶ年は参加者が少なく、「経験論文の添削指

導」のみとしていましたが、今年度は講習会を復活

することとしました。また、経験論文の添削指導に

ついては、これまで講習会開催以降に実施していま

したが、ここ２ヶ年の経験を踏まえ４月から受付を

開始しました。これにより、講習会の開催前に添削

を受けた方は、早くからの添削実施により論文の完

成度が高まるとともに、添削結果を講習会において

「論文の書き方」などを再確認できるものとなりま

す。

本年１月末に日本技術士会ホームページ発表によ

れば次年度から試験方法が変わるようであり、平成

12年度に改正、平成15年度から本格運用開始と

なったこれまでの試験方法は今年度が最後の運用と

なります。従来では筆記試験における経験論文のウ

エイトが高かったものが、次年度以降の試験方法に

よると筆記試験時では経験論文の記述が無くなるよ

うです。その分、筆記試験における他項目での試験

問題の難易度が向上することが予想されておりま

す。こうした背景もあって、今回20部門の講習会受

講申し込み状況は順調であり、当初計画通りに実施

できそうです。

講習会では、６名の委員会以外の技術士と12名の

委員会メンバーの計18名講師により、「技術士論文

の書き方、制度改正について」に始まり、「一般問題

（ －１、 －２）」、午後からは専門分野ごとに分か

れて実施する予定です。

⑵ 総合技術監理部門の受験対策講習会

総合技術監理部門の講習会は、今年度で３回目を

迎えます。講習会では、委員会メンバーの中から最

新合格者を含めた２名の講師により、「合格の体験

談」、「勉強の進め方」などについて筆記試験対策は

もとより口頭試験へのアドバイスをする予定です。

昨年度の総合技術監理部門の出題は、これまでにな

い内容であり、戸惑った受験者も多かったかと思い

ます。こうした出題に対してもどのように対応すべ

きかなど、実体験に基づいた貴重な講習になるもの

と考えております。

２．技術士第二次試験対策（第１回委員会の議事録）

⑴実施月日：５月12日(金) 18：30～21：00

⑵場 所：KKR札幌

★出 席 者：

近藤、大井、久保、黒沢、星野、

林（克）、斧、赤松 以上 ９名

★議 題

①Ｈ18年度第二次試験受験対策講習会の準備

確認

②その他

（文責：黒沢 弘行)
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３．技術士第一次試験対策分科会

技術士制度の改正により、技術士の受験資格とし

て、技術士第一次試験の合格が義務づけられていま

す。しかし平成17年度における全国の技術士第一次

試験の対受験者合格率をみると、27.5％と大変厳し

い状況にあります。

当センターでは、道内における合格者の増加を目

指して、技術士第一次試験受験講習会を開催してお

り、今年度で５回目になります。

本講習では、より多くの方に合格していただくよ

う、すべての科目でオリジナル演習問題を作成し、

実践に近い形での講習を実施する予定です。

⑴ 開催日時等

日 時：平成18年６月24日(土)

時 間：9：30～16：00（受付9：00～）

場 所：北海道建設会館９Ｆ大ホール

(札幌市中央区北４条西３丁目）

受講料：8,000円（学生のみ5,000円）

⑵ 講習内容（予定）

・技術士制度改正の概要、最近の動向について

・基礎・適性科目の演習と解答解説

・専門科目の演習と解答解説

⑶ 開催予定部門（専門科目）

建設部門・農業部門・上下水道部門・応用理学部

門・環境部門の５部門

本講習会により合格へのノウハウを会得し、見事

合格への栄冠を獲得されますようお祈り申し上げま

す。

なお、今回の申込み受付は終了いたしました。次

号で講習会の状況報告をいたします。

（文責：中山 亮)
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